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体育科は他の教科と並んで小 ・ 中 ・ 石石下学校、はもとより、大学においてさえも学習指導がすらめられて
いる敦科である。しかし、 従来体脊科における学力を真剣に検討し、そのとらえ方•あり方を究明しよう
としたものは非常に少く、現状においてさえも十分確立されているとはいいきれない面がある。そのこと
は第一に体打のとらえ方•あり方が十分に確立されていないこと、第二には体訂学の研究が実践科学であ
りながら実践的視点から•ヤ分すいめられてこなかったことに原因があると考えられる。
本研究は、体訂科における学力のとらえ方•あり方を人間の生活•生存に石目して究明しようとしたも
のである。
1 体育科における学力のとらえ方 • あり方の基礎となる体訂のとらえ方 • あり万
体ガ科における学力のとらえ方 • あり方を究明するには、その前提条件である体打のとらえ万•あり
方を「人間が太くて長い人生を豊かに生きぬく」方向で確立する必褻がある。
従来、体材学研究が歴史的事実を中心に進められてきたために、新しい知見を生みだすのが困蛭な面
があり、又、実践科学としての体育学即ち実践的視点からの学問体脊が十分確立されないまヽに今日に
至ってきたために、 「体脊を教育の一環とする考え方」、 「体訂 ・ スポーツを文化とするとらえ方」、
「体背を隣接領域と関連づけて頭域区分をするとらえ方」、 「体材を人問にとって欠くことのでさない
生活現象の一面とするとらえ方」などがばらばらに存在している。これら各種のとらえ方 • あり方はそ
れぞれが一面時に体打のとらえ方 • あり方を示唆しておりこれらを総合的に体系化する必辱がある。
(l) 閾接諸領域と体育
従来、体育は音楽・美術などと隣接する領域であると考えられていたが、それでは体汀は全ての人
間に欠くことのできないものにはなり得ないと考えられる。体育は身体運動を手段として人間の行動
カ • 生命力などの開発 ・ 向ヒ ・ 維持・低下の防止などをねらいとすることから、体育を医麿 ・ 保建の
隣接領域として位匠づけ、年代や人間の阻人的 ・ 社会的な生き方などに関連づけてより広い視野から
体有をとらえることが望ましいと考える。
(2) 人間の追求する価値と体守
体育のとらえ方・任り方を究明するには、人間の追求する価値体系に体育をどのように関連づける
． の力が重要な澤昂となる。人間の追求する価値は古くは真 ・ 蕃 ・ 美 ・ 聖という体系にまとめられていた
が、現代の文明社会においてはこの他に~(霞原 ・ 体）J) 、利（物的生産性）、楽 （ レクリエーン。
ン）をも価値体系に位既づける必褻がある。符1こ、体育に関連する価値としてのガは全ての価値の中
核に位履づけられる性格のものであり、従って体ffは人間の追求する全ての価値の中核であるという
認識ができよう。
(3) 人間の生活 • 生存と体育
体汀のとらえ方•あり方は、人間の生活 • 生存のために役立つ方向で究明されなければならない。
このような立場にたてば、体育は第一に人間にふりかかるであろう災害の予防・克服のために、第二
には生産的諸能力の開発のために、第三に人生を楽しく壺かに生きていく能力の開免のためにあろ
といえる。
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(4), 人間の基本的諸能力と体育
体育によって高めることのできる人間の絵本的諸能力は、某礎行動位）J、各種の運動機能、知力、
態度、 生命力などに区分できる。
人間の基本的諸能力に沿目して（広橋 ・ 金原）
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図はそれら辰本的能力を安全かつ能率的に高めるための実氏の万向を示唆するものであり 、 凶の同心
＃円の内側に位匠づけた小項はより外側に位肝づけた内容の前提条例になるものである。
以上各視点から体行のとらえ方 ・ 在り方に検討を加えたが、 それらを総合すれば体打は各種の身体運
動や環視負荷などを用いて、生活 • 生存への身体的 ・ 岱神的祐遍応能）Jの開発 ・ 向上 ・ 維持 ・ 低下の防
止を図ることになる。
更に、 学校体育に行目すれば、生活 • 生存への身体的 ・ 精神的諸適応能力の開発 ・ 向上を図りながら
児童 • 生徒が主体的に合理的な体百生活をして行くことのできる能力や煎度の育成が強く望まれること
になる。
2 体fff}における学力のとらえ方 ・ 在り万
上述の方向で、 体育 ・ 学校体育のとらえ方 • あり方を規定すれば、体育ftにおける学力は児童 • 生徒
が主体的に体訂実践に取り組むために欠くことのできない体fに関する実践学力ということになろう。
この実践的学力は、大別して咆の敦科頓域における学力のとらえ方 • あり方と共通性のあるものと、
体育科でなければ修得でさない独自の学力があげられよう。前者は体訂に関する知識理解であり 、 体打
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哭践を合理化するための基礎的 ・ 応用的な内容になる。後者は、体育が運動実践を介してその目環が達成
されることから、体育に対する積極的態度及び体育実践の生活習慣としてとらえられよう。特に、体育
科の学習指導においては児童•生徒が高次な健碩情操を身につけられるような配慮が強く屯まれる。こ
のことは情燥が全ての感情のコソトロール機能を有すろものであることから当然である。
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